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教育段階における高等学校の地位の研究・第三次報告

一一一第二次報告の補選として一一

研究代表者域戸幡太郎

この研究は北海道大学教育学部の総合研究として昭和30年度の文部省科学研究助成金によって行った調査

の一部についての報告であり，第二次報告の補遺として発表するものである。第二次報告では，大学と高等学

校との教育的連関を問題として，高校生の進学強度と学習態度についての調査を報告したのであるが，高校生

の進学カち条件づけられている社急物要因について特に彼等の家業との関係を見ょうとしたものである。なおこ

の問題に連関する，一つの参考資料として，高等学校の教員を志望する大学生の家業についての調査を附加し

ておいた。これらの調査は黒田孝郎助教授が主として分担したもので，この報告の第一部及び第二部は同氏に

よって執筆されたものである。

この総合研究は昭和30年度において一応完了されたものであり，今年度におし、て研究の結栄含まとめて報

告するつもりであったが，この紀要の刊行には聞にあわなかったので，それは追って報告の機会を得ることと

いここには，この調査車古巣を第二次報告の締遺として発表することにした。

第一部生徒の進路から見た高等学校教育の問題点

中学校から高等学校に進学してくる者は， どのような生徒であろうか。高等学校を卒業して行く

者は， どのようなところに進んでいくのであろうか。

彼等は， どのようなことや考え， Fんな目的経もって，高等学校に進学し卒業していくのであろ

うか。そういっt:.ことについて，高等学校に在学している生徒から聞い7こ結果については，第一共

報告としてある程度までのべておい士。しかし，この方法は，生徒自身にきくというのであるた

め，主観的になるということはいなめない。

今一つ問題は，中学校卒業生や高等学校に送ったり，高等学校卒業生巻社会と大学に送ったりす

る社会的な意義について考えてみる必要がある。どのような要因杭彼等を上級の学校に送ったり

社会に出したりすることに影響を及ぼすのであろうか。また，社会は，その教育に何者甘期待してい

るのか，あるいは要求しているのか。そこでの教育は社会での要望に応えているのであろうか。こ

のように，高等学校の教育を社会的機能としてみることは，きわめて大切なことである。

しかいわれわれは，当面の問題として，生徒個人個人の側から，社会的な面への接触ぞ試みて

みた。そこで， 29年3月に中学校及び高等学校や卒業した生徒について，その生徒の家の家計暑さ

さえている産業と，その生徒の進路，中学校の場合には中三テストと略称されている金道一捕に同

一条件のもとに実施される試験の成績を，一人一人について調査した。この章は，それを調査した

結果の報告である。勿論，その他に，生徒の家の経済状態・家族関係・さらに地域の文化的・経済

的状態とh、う方面からの考察の必要性を認めるのであるが，容易に結果の得られるものとして，一

応上にのべにようなところに限定しすこ。

調査方法 中学校に依頼して， 29年3月に卒業した生徒一人一人について，その家計暑ささえ

ている産業・卒業後進学した学校名・会道一荷に行っすこ中学三年学力テストの成績を調盗し提出し

てもらっすこ。実際の記入は，その卒業生担当の先生にお願いした。
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調査地域 第二夫報告や行つfこ岩見沢市内の中学校ぞ選ん官。岩見沢市は，札幌市へ汽王手で1

時間のところにあって，学芸大学の分校があり，高等学校から大学への進学率も高いところであ

る。当地は，北海道内では早くから農業の開けにところであって，接知地方の農業発展に支配的な

役割ぞはすこしに伝統のある岩見沢農業高等学校，かつての察知農業学校のあるところでもある。ま

た，附近は茨鉱地帯やひかえている上，交通上では函館本線と室蘭本織との合流点である。従って

裕福な農家の子弟や鉄道俗業員の子弟も多く，高等学校への進学者も多く金道一手当に行う中学三年

学カテストの成績では，さを道でも高い方である。

岩見沢と上b陵する意味で，他の町についても調獲しすこが，ここでは女満別町をあげることにする。

女満別町は才ホーツク斜面にあって，網走市の隣町である。半くから屯悶兵の入ったということで

は岩見沢と同じであるが，岩見沢のように茨鉱をひかえるわけでもなく，交通j二の要衡というわけ

でちなし稲作の北の限界に近く，馬鈴薯・甜菜等農産物生産の中心地である。女満別は， もとも

と岩見沢との比較の意味で取kげたのであるが，遠隔の地であるため連絡も十分でなく，特に，中

学三年学力テストの成績やJfltょせることに不便があったにめ，全部の生徒についで調査することが

出来なかったことや断っておら

!i1. 家の産業と撞路 そのL 中学校卒業生

岩見沢市について，男子についてみてみると，第1衰のようになる。

ここで，目立つことは，農家の子弟は高等学校ヘの進学の率が少なく，家事手伝の率が多いとい

うこと，公務・巡1愉通信・股業に定時制への進学者の率が多いということ，ヱ業・却及び小売業に

就職の率が多いということである。中学校ぞ卒業してから， さらに学校に進学する者の百分率は，

定時制やも含めて必愉通信業95.2%・公務92.6%・サービス業87.8%・却及び小売業80・3%・工

業74.1%・農林業57.5%となる。

第 1表岩見沢市中学校浮業生の進路〈男〉

--------，-~:-孟!言語白出Z喜劇季語'7c O)f~ ， rtt 
~~I r.~ ~gl rn j r.~ 1~1 r~ j r~ j rn j r~~ ~~I r/ j r" j 附農林業 (21.2)1 (13.7)1 (2.1)1 (13.0)1 (3.4)1 (3.4)1 (0.7)J (35.6)1 (6.2)1 (0.7)1 (100.0) 

工業 291 41 21 41 21 51 51 11 ー 62 
(46.8)1 (6.4)1 (3.2)1 (6.4)1 (3.2)1 (8.1)1 -1 (8.1)1 (17.8)1 -1 (100.0) 

321 21 11 11 41 11 31 71 51 
釘股び小売 (62.5)1 (3.9)1 (2.0)1 (2.0)1 -1 (7.8)1 (2.0)1 (5.9)1 (13.8)1 -1 (100.0) 

運輸通信 391 71 21 61 21 11 21 11 21 J 62 
(62.9)1 (11.3)1 (3.2)1 (9.7)1 (3.2)1 (1.6)1 (3.2)1 (1.6)1 (3.2)1 -1 (100.0) 

251 21 11 11 21 21 33 
サ』ピス業 (75.8)1 -1 (6.1)1 (3.0)1 -1 (3.0)1 -1 (6.1)1 (6.1)1 -1 (100.0) 

371 11 71 31 11 11 31 11 54 
公務 (68.5)1 (1.8)1 (13.0)1 (5.6)1 (1.8)1 (1.8)1 -1 (5.6)1 (1・8) ー (100.0)

41 31 11 11 11 11 31 21 16 
その他 (25.0)1 -1 (18.7)/ (6.3)/ (6.3)1 (6.3) ー (6.3)1(18・7)1(12.5)1 (100.0) 

五十 1971 341 201 351 111 181 41 671 351 31 424 
同ラ〉ι

註工業は鉱業・建設工業・製造工業をふくむ。

ヨたに，同じく岩見沢市で女子についてみてみよう。
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ピム11品?品出2ぎI~議|警護|就職|その他|計
農林業 25 6 

国 ー li111 11 152 
(16.4) (3.9) ー (0.7)¥ (7.2)1 (63.9) (7.2) (0.7) (100.0) 

工 業 25 - 5 8 15 3 58 
(43. I) ー (1.7) (1.7) ー (8.6)Ct3.8) (25.9) (5.2) CtOO.O) 

卸及び小売 26 3 3 2 38 
(68.5) (2.6) (2.6) ー (2.6) (7.9) (2.6) (7.9) (5.3) ー (100.0)

運輸通信 47 2 10 11 86 
(54.7) (2.3) 一 (1.2) (11.6) (12.8) (100.0) 

サービス業 20 4 3 34 
(58.9) ー (2.9)(11.8)1 (2.9) (11.8) (8.8) (2.9) (100.0) 

戸."、、 務
24 2 

ーー
3 ラ 7 43 

(55.9) (4.6) (4.6)1 (7.0) (11.6) (16.3) (100.0) 

その他 12 
ー

3 2 6 5 29 
(41.4) 四(3.4)(10.4) (6.9) (20.7) (17.2) ー (100.0)

計 179 11 2 1 4 23 28 133 54 5 440 
(40.7) (2.5) (0.5) (0.2) (0.9) (5.2)j (“〉 (30.2) (12.3) (1.1) (100.0) 

ここで，目立つことは，やはり農家の子弟は高等学校への進学の率が少く家事手伝いの率が多い

とU、うこと，工業・公務・運輸通信の者に就職の率が多いということである。中学を卒業してから

さらに学校に進学する者の百分率は， 却及び小売86.8%・公務72.1%・運輸通信75・6%・サーピ

ス業79.4%・工業55.1%・農林業28.2%となる。

ここで，男と女をくらべてみると，一般に中学校卒業後さらに進学する者は男の方が多いのであ

るが，卸及ひa小売業では男の80.3%に対して女は86.6%となって，女の方が多くなっていること

は注目すべきことである。男と女でいちぢるしく異るのは，農林業で女の進学者が少し男にくら

べて家事手伝いが多いこと，工業・公務・運輸通信では女の就職者の多いこと，卸及ひツj、売業で1ま

男の就職者が多いことである。

11 2. 家の農業と進路 その2. 高等学校卒業生

ヨえに，同じ岩見沢市にある高等学校について，中学校と金く同様に調査した結某をあげておこう。

岩見沢市には，旧制中学校・旧制高等女学校が高等学校になったのと， さきにのべ7こように農業高

等学校がある。農業高等学校は， しばらく別にして，二つの高等学校巻合せてみる。これら高等学

校の通学区域は，岩見沢市及びその周辺の町村である。

ここで， 大学進学者及ひ米入学者の合計即ち大学進学を意図していすご者の百分率は，農林業76.0

%・工業73.0%・卸及び小売業72.0%・サーピス業75.6%・公務69.7%と大して違いがないこ

とがわかる。ま7ご，本州私大への進学者は却及ひ‘小売業に目立って多く， 32%に上っている。

全体.::eみみと， 道内大学進学者21.4%・本州大学進学者23.2%・未入学者27.6%・就職者20.7

%ということになる。 まとめると，大学進学者44.6%・未入学者27.6%・就職者20.7%・家事手

伝及びその他7.2%となる。即ち，進学希望者は72・1%ということになる。

ヨえに，女子についてみてみよう。進学者及び未入学者f!IIち進学を意図しす三者は，農林業14.2%・

工業38.0;>0・却及ひツj、売業31.8%・サービス業37・5%・公務10.8%である。これは男子にくらべ

て，いちぢるしく少ない。工業・卸及び小売業・サーピス業で怯， 30%以hの者が進学している

3 
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のであるが，卸及ひ。小売業でtま洋裁学院が多い。

第3表岩見沢市高等学校卒業生の進路(男〉

二\~:_--I..~~...~....匝…哩竺盃長I;4副主~r;~~-I 王
3 7 7 5 13 3 3 50 

工業 2 3 7 15 2 37 

釘取び小売 3 2 16 12 2 50 

運輸通信 2 8 

サ』ビス業 5 8 ー 2 8 13 2 2 49 

::2、a、- 務 3 8 2 10 15 2 56 

その他 2 ー 6 7 2 26 

音「 16
1 
33 4i 6 11 53 76 8 12 276 

註未入学は進学適性検資受験者で大学に入学していない者。

第4表岩見限市高等戦安卒業生の進路〈女〉

l北大|学芸大!道F蝋村制服大J洋裁糊情欝学院!未入学|就職l家事l計
農林業 6 35 

工 業 ー 3 2 1 2 11 21 

卸及び小売 2 7 12 18 44 

巡輸通信 ー 1 2 

サービス業 3 5 4 2 10 15 40 

!i;;;‘ 務 ー 15 25 47 

その他 3 11 16 36 

苦「 4 18 日7 109 225 

全体ぞみると，{iiJといっても家事手伝いが48・4%やしめていることはU、ちぢるしく目立つ。特に

農林業では家事手伝いが68.5%に上っている。家事手伝いが，平均の百分率より小さいのは，卸及

ひγj、売・サービス業である。失に，就職が25・3%，残りが進学:とみてよい。

!i 3. 家の産業と謹路 その3. 中・高等学校の関連

家計暑ささえている産業による進学の状態は，中学校から高等学校への場合と高等学校から大学

あるいはその他の学校の場合との聞に相違があるであろうか。ここで，その他の学校というのは，

女子の場合であって 第5表岩見沢市進学希望百分率(男〉
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院のことである。そ

の結果ぞ示しfこもの

が，第5表及び第6

表である。

まず，男子の場合

~みてみよう。

中学校から高等学

校へ進学しすこ者は74・3%， 高等学校から大学に進学しようと意図し作者は72.2%で， 殆んど同じ
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である。もっとも，その年に入学出来たものは44.6%であって，残りの27.6%は，大学進学適性

検査は受験しfこが，大学に入学はしていない。全般的にみて，それは当然のことではある杭高等

学校から大学への進学者の率の方が中学校から高等学校への進学者の率より少いのであるが，逆に

なっているのがある。それは農林業に従事している者の子弟である。中学校から高等学校への進学

者の率は全体よりはるかに少く 56・8%であゐに反して，高等学校から大学への進学者は全体より多

く76.0%となっている。そういった現象の起る反面，中学校から高等学校への進学者の率にくらべ

て高等学校から大学への進学者の率がいちぢるしく減少するのがある。公務・運輸通信・サーピス

業である。特に公務では，中学校から高等学校への進学者92.5%であったのが高等学校から大学へ

の進学者は69.8%となっている

女子の場合は，男子の場合といちぢるしい相違がある。まず，中学校から高等学校への進学者の

率は50.0%，高等学校から大学あるいはその他の学校への進学者の率は25.7%となっている。t:.

t::.，卸及び小売業で 第6衷岩見沢市進学希望百分率〈女〉

は，中学校から高等

学校へ進学する率が

男子では74.2%であ

るのに対して女子で

は81.6%と，女子の

方の率が多くなって

いるのが目立つ。こ

れは男子の場合に就

職者の多いfこめであ

者
一
計

学

下
進
一
時

校一学一
定
等
寸
高
一
日一全

者
一
計

進一唯一

他
一
時

そ
一
そ

学
一
学

大
一一大

農林業 21.0 0.0 21.01 11.41 14.3 

工 業 43.1 3.4 46.5 9.51 23. 33.3 

卸及びイ、指 81.6 2.6 84.2 15. 31.8 

運輸通信 69.8 0.0 69.8 

サービス業 73.6 0.0 73.6 22.5 15. 37.5 

~ 、 務 65.1 0.0 65.1 10.6 4.6 15.2 

その他 55.2 0.0 55.2 22.2 2.8 25.0 

計 49.3 0.7 50.0 15.5 10.2 25.7 

設大学その他進学者中，運輸通信は 2名で名は洋裁学院名は就

ゐ。これまでに見て 職，宜た，工業には 1名未入学者がいる。

きすこいろいろな現象において，この卸及び小売業というのは， それぞれの場合に特異な状態を示し

ている。運輸通信・サーぜス業・公務の三つはまず同じ傾向ぞ示しているようである。おそらく多

第7表岩見沢農業高等学校卒業生の進路〈男〉 くは， それが俸給生

|道内実|掛H大|未入学|就職|糊料自営|その他| 計 活者であるというと

ころによるのであろ
農林業 2 60 13 116 

210 
10 9 (61.0) 

業 49 11 4 
68 

工 2 -1 (19.7) 

9 卸及び小売 7 (2.6) 

運輸通信 14 9 
24 
(7.0) 

2 3 
9 サ}ピス業 4 (2.6) 

公 務 10 3 
16 
(4.5) 

9 その他 71 -1 11 -1 (2.6) 

前 15138〕1; 1 271 開
(3.5)/ (3.5)1 C!.4) (43.6)/ (11.0); (36.8)/ (0.3)/ (100.0) 

う。これらのことか

ら，このような産業

分類は，生徒の進路

ぞ決定する基本的な

要因を摘出するのに

余り適当なものでは

ないと考えられるo

~ 4. 農業高等

学校の場合
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岩見沢農業高等学校について調査し?と結果栓かかげる。 この学校では女子は404'，に満たないの

であげないことにする。

卒業生345人中， 210人， 61%が農家の子弟である。そのうち，家に帰って設業に従事する者が

55.2%， 就職を希望する者が34・8%，就職した者が28.6%，大学進学:を意図しすこ者が10%であ

る。これらの値は，高等学校における農家の子弟といちぢるしく異っている。そこでは，第3表か

らわかるように，家に帰った者6%，就職125弘 大学進学を意図しfこ者76%，大学入学者5096

となっている。

~ 5. 謹路と成績

北海道では，高等学校に進学する者もしない者も，一弾に同ーの問題で同ーの条件のもとに，国

語・数学・理科・社会・図工について学カアストぞ行っている。もっとも， 29年度には，進学する

者としない者との試験場を変え7こが，本調査の資料となった28年度は全く同ーの条件のもとに行わ

れt::。この試験では，英語と職業のいづれかぞ選択することになっているが，集計にあたっては，

この選択教科の点数を除い7こ総点ぞ用いた。

岩見沢市の市街町にある中学校について，中学三年学カテストの点数の度数分布を進路別にとっ

すこのが，第8表及び第9表である。きわめて大まかなU、い方であるが，男女;a.通じて，普通謀桂に

進む者，実業課程及ひ、定時制高等学校に進む者，その他の学校に進む者及び進学しない者， と成績

の上から大きく分けることが出来るようである。しかしながら，実業課程に進む者・定時制高等学

校に進む者・その他の学校に進む者・進学しない者の中に，表からみでわかるように，成績の優秀
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1. 本人の意志によるのか。

2. 本人は進学を希望しているのぞ家で反対されすこfとめであるのか門

~. 成績がよくないからであるのかn
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4. そのいづれか不明。

であるのか色担任の先生に記入してもらっ七。その結果，男子では 1.本人の意志によるも

の302・本人は希望するが家で反対のためによるもの1203.成績によるもの 104.不明14。女

子では， 1.本人の意志によるもの80 2.本人は希望するが家で反対のためによるもの 150 3.成

績によるもの30 4.不明10であった。中学三年学力テストの準備は，岩見沢市では相当熱心に行

われているとみてよし定時制高等学校に行くものや進学しない者は，準備の気乗り薄さのために

成績が上らないということもありうることである。あるいは，それ以前に，進学;出来ないというこ

と及びそのような撮境によって，上るべき成績が上らなかった， ということも考えられる。従って

第8表及び第9表から直ちに，定時制高等学校に進む者や進学しない者は，普通課程に進む者と比

較して先天的に能力が劣る， と判断することは危険であると思う。

ヨたに，女識別町の中学校について，中学三年学カテストの成績を取上げよう。この場合， テスト

第 10表女満別町中学校中三テスト成績く男〕
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設高等学校骨の中I名は商業課程，他は普通科

全体につν、ての平均37.5，標準偏差13.1

の成績の得られなかっすこ学校があったので，生徒数は限定されて少くなったが，参考として出して

おく。ここでは，就職者について，進学しない理由を調べたところ，男では 1.本人の意志によ

るもの2402.本人は進学を希望するが家で反対のためによるもの103.成績がよくなU、からとh、

うもの5。女では， 1.本人の意志によるもの350 2.本人は進学を希望するが家で反対の大めによ

るもの 103.成績がよくないからというもの 1，とh、ぅ状態であった。こういったことについては

さらに女満別町の状態について考察を必要とするが，ここではふれないことにする。

第二部学生の教職課程履修の態度から見た

高等学校教員養成の問題点

中学校:及び高等学校の教員養成の問題を取kげてみよう。それらの教員は，学芸大学においても

養成されるのであるが，北海道大学においても年h 教員免許状の取得ぞ志す学生が増加してきで

いる。そこで， どのような教科の免許状そ取得することが意図されているか， また，将来教職につ

くことをどの税度に考えているのか， それと家の生活;æ.~ÎLてている職業とはどんな関係にあるか等
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の問題について調査しすこ結果を報告することにする。

これは， 30年度の教職課程の試験に際して，調査用紙ぞ配布して学生に記入させ7こものである。

学部学生(大学院ぞ含む)327人，一般教養学生59人についての調査である。一般教養は，未古

学部も決定していないので除外することにしすこ。教職課税の試験は毎年行っているのであって，在

学中に受験すればよいのである。従って，この調奈の対象となつに学生は，すこまfこま 30年度に教

職課税ぞ受講しすこ学生なのであって，全学の教員免許状;取得希望者ぞ対象としすこものではない。し

かし，これぞもって，全学の教員免許状取得希望者の偏りのない標本とみることが出来ると思う。

なお，この調査は，教職課程ぞ受講しfこ学生に対して行ったものであるから，被調査者は，将来

教職につくことをある程度予期しているものと考えられる。そのような母集団について，そのよう

な前提の上に立つての調査で・あるので，一般の学生が教職についてどのように考えているか， とい

うことに対する資料にはならない。教職につくことを何等かの意味で予想して，教職課程在受講し

f工学生についての内向的な調査であること栓繰返して断っておく o

~1. 所属学部と希望の程度

教員になることぞどの稜皮希望しているかぞみるにめ，

1. 教職につくことや第1志望としている。

2. 教職につくことや第2志望としてU泊。

3. その他

を調査してみ化。

北海道大学においては，学部所属は2年目後期に決定するのであるが，水産学部は入学と同時に

決定している。そこで，上の表においては水産学

部の学生52名は条件が異るので除外することlこ

した。まずさ，教育学部学生は，学部の講義によっ

て，取得可能なので， この調査ぞ実施しすこ時対象

になった者は僅かであっ大。

この表から，教職課程ぞ受講しす三者のうち，

36・7%の者が教職につくこと巻第1志望としてい

ること， 51.6%の者が第2志望としていること，

11-6%の者がその他であることがわかる。この傾

第 12表学喧IS.iJU志望人数

|第 ~I 第~\志望志望 その他| 計

文学部 23 17 O 40 

教育学部 O 2 

法学部 10 16 2 28 

経済学部 ラ 14 4 23 

理学部 36 34 14 84 

工学部 6 ¥3 2 21 

農学部 21 47 9 77 

計 101 142 32 275 

% 36.7 51.6 1¥.6 100.0 

向といちぢるしく異っているのは，文学部と理学部であって，そこでは，教職につくことぞ第1志

第 13表現学部学科別志望人数

一一一|室長T警-JIT~~瓦「五:一
数学 9: 51 31 
物理!日 91 41 

化学 4~ 51 51 

地鉱 1: 51 0: 
供物 171 81 2: 

地球ア現| Oi l i 

望としている率が高い。f!IJち，文学部では第1志

望57.5%，王!Jl学部では第1志望47.9%となって

いる。

特に理学部について，各学科別にみてみると，

次のようになっている。ここで，第1志望の多い

のは数学科と生物学科である。

!i 2. 取得教科と志望
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学生の取得しようとしている教科はrんな科目か，そして，それを取得しようとする意志はどの
桂皮であるかぞみてみよう。

ここで合計は，総数327人を上回っているが，それは一人で数科目を取得しようとしている者が

あるためである。

第12表は人によって分類しすこのである杭 第

14表では，取得しようとしている教科によって分

類しにことになる。この二つを比べてみると，志

望による分類で， “その他"となっでいるものの

百分率は，人による分類では11.6%，教科による

分類では11.9%で，大しt:遣いはない。しかし，

第1志望と第2志望とによって相違がみられる。

即ち，人による分類では第1志望36.7%・第2志

望51.6%'であったのが，教科による分類では第1

志望26.1%・第2志望62・0%となっている。これ

は，教職につくことぞ第1志望としている者より

も，第2志望としている者の方に，自分の専攻と

する教科目以外の教科の免許状を取得しようとす

る者が多かつfこすこめであろう。即ち，教職につく

国語

社会

数学

理科

音楽

保健休育

保健

農業

工業

商業

水産

職業指導

英語

ドイツ語

中国語

ロジア語
c士，
刀て
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4 

17 

8 

6 

29 

3 

40 

3 7 

O 

教

計 1

百且申 l
ことぞ第1志望としている者は教えようとする教 一一一一一一」

科診一つに定めているが，第2志望としている者にはいくつかの教科を教えようとしている， とい

うことになる。

教科診大きくまとめて，国語・社会・数学・理科・実業・語学ととり上げてみると，次の表のよ

第 15表大教科目別志望数

|第 1I第2
志望|志望その他| 計

うになる。このようにまとめてみると，特にある

教科について，第2志望あるいはその他として目

標とされやすいというような現象はみられない。

しいていえば，国語と数学では，第1志望とされ

ている割合が他の教科にくらべて多い， というこ

とがいわtLゐ。

国 語 13 16 2 31 

社 会 22 49 7 78 

数 学 14 22 7 43 

理 季} 36 92 21 149 

実 業 18 65 9 92 

語 学 12 35 2 49 

前 115 279 48 442 

ï~í 分率| 26.0 63.1 10.9 100.0 

!i 3. 教職課程履修者と家の職業

北海道大学においては，専門の課程の外に教職

説!税ぞ履修することになっているので，主学生にとっては相当の負担である。従って，教職課税履イ傷

者，この場合調査の対象となっ大学生は，将来自己の職業として教職巻ある程度予想しているとみ

てよいであろう。そのような学生の家計をささえている職業について調査してみた。

職業の分類としては，次のような方法栓試みた。 まず大きし “自営"と“給料生活"及び“そ

の他"に分けた。 自営については， 農林牧事業・水産業・製造工業・商業及び金融業・医療・その

他自営，給料生活者・については，事務・技術・教育・医療・法務・労務・その他としたの
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自営と給料生活者-とについては，ヨえのような結

果となった。

これについて 12.:a求めてみると，

χ2=2.39986 

Pr {χ2>4.61. df=2}=O.10 

であるから，自営と給料生活者とによって，教職

第 16表自営と給料~E活者と志望

|自営|給料
|生活者

第 1志望 371 721 109 

第 2志望 i ω0...1 
その他| 10! n! 32 

計 1161881 3但

W:l: 総数 327に満たないのは，その他があ
についての志望に相違があるとは考えられない。 るため。

次に，自営及び給料生活者について， さらに細い分類についてみてみよう。自営においては，製

造工業に従事している者の子弟では第1志望Jまきわめて少し大部分が第2志望であることが目立

っ。

第 17表自営と教職志望

|第I調和雄!その他| 計
農林牧帝

水産

製造工業

向業及金融

医療

その他自営

苦1-

11 25 3 39 。 3 。 3 

10 12 

10 18 ラ 33 

3 2 6 

12 11 O 23 

37 69 10 116 
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給料生活については，職業によってかなりの相違がみられる。教育者の子弟では， 殆んど75%

が教職につくことそ第1志望としている。弐に，技術者・事務従事者の子弟に，教職につくことを

第 1志望としてh、る者を多くみる。

この節で、のべたことは，教職課程を受講している者であるから，すでに教職につくことをある程

度予期している者についての調賓の結果であって，それぞれの職業の者の子弟の教l隊員志望につい

ての調奈ではないことを繰返しのべておく。つまり，ここでは，教職につくことを予期して亡者に

ついて，彼等が教職につくことに対して.e'O)科皮のUrtlい関心ぞもっているか， ということについ

ての割安ぞ行ったものである。

附 言 調査研究を必要とする問題

高等学校の現状は民主主義社会・建設の土台となる中等教育の普及により国民のすべてに普通教育

身受ける機会を与えるという目的から逸脱して，大学.進学への準備教育に偏しつつある傾向がみと

められる。この傾向は高等学校入学試験に関して. tこ7三に教育問題としてのみでなく，社会問題と

してその対策が考えられなければならない情勢ぞかもしつつある。高等学校教育の現状は上からの

教育と下からの教育との板挟みになって，国民教育の重要な問題がここにしわょせられているとも

いえよう。これらの問題を解決するためには次のような調査研究が必要である。

1・高等学校へ進学しなかったものはどのような生活沿いとなんでいるか。



教育段階における高等学校の地位の研究

2.彼等の生活に応じてrのような教育が施されているか。
3. それらの教育はrのような数巣をおさめているか。

4.高等学校の教育を世;剖ではどのように考えているか。

5.高等学佼へ進学できなかったのはどのような理由によるか。(特に生活の条件によるものにつ

ていの調査〕

6.高等学校へ進学を志望するものやすべて入学させるには， どのような悶難が生ずるか。

7. それらの困難な問題は解決できないものであるか， どうか。

8.大学への進学や希望するものと希望しないものに対する高等学校での指導やどのように行われ

ているか。

9.大学の入学試験に合格しなかったものはrのような生活をいとなんで、いるか。
10.高等学校における学業成績と大学入学試験の成績及ひ'大学進学後における学業成績とにはどの

ような関係があるか。

11.高等学校と大学との教育にはどのような連関があるか。

12.高等学校と大学における一般教育はどのように行われているか。

11 



SUMMARY 

The Position of the High School on the Educational Ladder 

-Third Report-

By MANTARO KIDO 

This is the third roport on the resaarch carried out as a joint study by the membars of 

the Faculty of Education， Hokkaido University. 

The aim of this studyis to make clear the character of the present-day high school 

education and its relation to higher education. 

First of all， an attempt was made to find out the subject for future consideration by 

analyzing the present state of high配 hooleducation. 

For this purposa， investigations were made s号veraltimes and its n:lsults were pres油 ted

in the first and second report during the past three years. 

This report is rather supplementary to the second report. And， it consists of・following

two parts. 

Part 1. Study of high school education in the view of future coursa of pupil. 

Part 2. Study of high school teacher training in the view of teacher training course 

at Hokkaido University. 

Young Worker's Occupational Life and Educational 

Opportunity in Coal Mine Area 

By T AKAKAZU ISHIHARA SHlGERU ISHu 

The survヨyon aboVil subject was carried out in Akabira (Hokkaido). The purpose is to 

grasp the education problem for young workers. The characteristics of tha community 

surveyed is following : 

。Itspopulation is incroasing rapidly (from 1関2to 1955 increase as much出 6∞%).
2) Its industry is on1y coal minヨ(82% of working population is male and 18 % is female). 

3) Its social status is classified， salaried employee， production workers， casual workers， 

and the unempoloyed. 

4) Its social problems aro un雪mployment，poverty， juvenile crime. 

The characteristics of working pupils in part-time high配hoolis following : 

1) 57 % of part-time high配hoolpupils is working in various establishnldnts. 

2) 30 % of them is casual labourers. 

3) the degree of working pupil's fatigue is high. 

4) they learn at P. M. 10-12. 


